
令和２年４月及び５月に海難審判所で言い渡された裁決９件が、ホームページに掲載されました
(令和２年６月・７月統合版)

海難防止へのインフォメーション （公財）海難審判・船舶事故調査協会

区 分 地方海難審判所 （函館、横浜３、広島３、門司、長崎） ９件 ９隻

海難種類（件） 衝突（単）４、乗揚４、施設損傷１ 計９件

関係船舶（隻） 漁船５、貨物船４ 計９隻

死傷等 （人 ） 負傷１ 計１人

上記のうち、横浜、門司両地方海難審判所の裁決２件について、“概要版”を作成しました
公表された裁決書をもとに当協会の責任で編集しましたので、詳細は海難審判所ＨＰでご確認ください

① 鹿島港で、貨物船が防波堤に衝突した事件
夜間、出航する際、レーダーで防波堤との相対位置を確かめるなど、船位の確認を十分に行わなかった

② 大分県三ツ子島沖合で、漁船が岩礁に乗り揚げた事例
漁船が、機関を停止しないで操舵室を無人とし、針路が右方に偏して岩礁に乗り揚げた

海難審判裁決書

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/3yh/yhR0204/02yh001.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/6mj/mjR0205/1mj047.pdf


① 貨物船Ａ（７４９トン）防波堤衝突事件

【海難概要】 夜間、鹿島港において、Ａ船（７４９トン）が出航する際、鹿島水路を北

上中に右舷側の南防波堤に衝突し、右舷船首部に損傷を生じ、同防波堤の壁面に

欠損を生じた

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

（関連情報）
・Ａ船は、鹿島港を発航して京浜港横浜第２区に向かっていた
・船長は、レーダーを作動し、出港配置解除後、単独で操舵、操船に当たっていた

・船長は、二等航海士を在橋させ、操舵室右舷後部のパソコンによるコンテナ数の確認作業
を行わせていた

・船長は、鹿島水路に入り、航行に支障のある他船を見掛けなかったので、針路０２９度の
自動操舵とし、操船場所とパソコン付近の間を行き来して二等航海士の確認作業を見なが
ら航行した

[受審人] 《 懲戒 》

（Ａ船）船 長： 四級海技士（航海） → 戒告

《 原因 》

Ａ船 ： 鹿島水路を出港する際、船位の確認が不十分で、南防波堤に向首進行したこと

船長は、レーダーで南防波堤までの距離や方向（相対位置）を確認するなど、船位の確認を十

分に行わなかったので、転針予定地点を通過し、南防波堤に向首接近する状況に気付かないま

ま進行した

船位の確認を行い、転針予定地点で予定針路に転針するべきであった

横浜地方海難審判所裁決（令和２年４月言渡）

（夜間、鹿島港において、貨物船が出航する際、船位の確認が不十分で、南防波堤に衝突した）

海難防止への
インフォメーション

【発生日時】
令和元年８月２１日
１９時２２分半少し前
【発生場所】
茨城県鹿島港
【死傷者 】
なし
【損傷等 】
Ａ船 ：
右舷船首部外板に凹損
同部フェアリーダー曲損
南防波堤：
壁面に欠損

《背景》 船長は、二等航海士のコンテナ数の確認作業を見ることに気を取られていた

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/3yh/yhR0204/02yh001.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/3yh/yhR0204/02yh001hp.pdf


《 原因 》
Ｂ船：船長が、操舵室を離れて移動する際、機関が停止されず、針路が右方に偏して三ツ子島に接近した
ことによって発生した

船長は、生き餌を入れた網袋を海中から引き揚げるため船尾に移動する場合、一旦、機関を停止すべき
であったが、機関を停止しなかったので、針路が右方に偏して三つ子島に接近し、同島沖合に拡延する岩
礁に乗り揚げた

【海難概要】 夜間、三ツ子島東方沖において、漁場に向けて南下中のＢ船（１.８トン）
が、同島東方沖合の岩礁に乗り揚げ、船底外板等に損傷を生じた

《 背景 》
・船長 ：それまで舵中央としていたので、舵輪を離しても短時間であれば直進するものと思い、機関を停止

しなかった

（公財）海難審判・船舶事故調査協会

（関連情報）

・三ツ子島の周囲には岩礁が拡延していた

・船長は、三つ子島周辺の水路状況を把握していた

・船長は、生き餌を入れた網袋を左舷船尾に吊り下げていたことに気付き、餌が傷む前に操舵室を

離れて網袋を海中から引き揚げることとした

[受審人] 《 懲戒 》

（Ｂ船）船長： 小型船舶操縦士 → 戒告

門司地方海難審判所裁決（令和２年５月言渡）

②漁船Ｂ（1.8トン）乗揚事件

【発生日時】
平成３０年１１月１７日
１８時０９分
【発生場所】
大分県三ツ子島
【死傷者 】
なし
【 損傷等 】
船底外板の破口

推進器翼及び舵軸の
曲損

（夜間、漁船が、機関を停止しないで操舵室を無人とし、三ツ子島沖合の岩礁に乗り揚げた）

海難防止への
インフォメーション

https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/6mj/mjR0205/1mj047hp.pdf
https://www.mlit.go.jp/jmat/saiketsu/saiketsu_kako/R02nen/6mj/mjR0205/1mj047.pdf

